
高齢者等の移動手段確保方策に関する提言報告
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高齢者等の移動手段確保方策検討委員会
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〇検討委員会等開催
・第１回検討委員会（2021年11月4日）～第5回検討委員会（2022年５月18日）
・中間報告に関するセミナーを実施（2022年6月8日）
・第６回検討委員会（2022年12月19日）～第８回検討委員会（2023年３月６日）
〇検討委員会の問題意識
高齢ドライバー等が安心してマイカーを手放せるようになるためには、その受け皿となるモビリティがマイカー
の代わりとなり得るだけの自由度・利便性を有することが重要

自由度・利便性を有する移動手段になり得るものとしてAIシステムを用いたデマンドによる乗合運行を想定

全国各地で行われているAIシステムを用いたデマンドによる乗合運行の取組みにおいて、便利なサービスが提供
されているケースは見られるものの、AIデマンド乗合サービスがマイカーの代わりとなり得るだけの自由度・利
便性を有している、と言える状況ではない

AIデマンド乗合サービスがどのようになってくれば、マイカーの代わりとなり得る自由度・利便性を有する、
「新たなモビリティサービス」と言えるようになるのか、検討する必要がある
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①自分で移動する手段がない人
・移動できない人

移動手段の現状

検討の視点

②車以外の移動手段が十分に
無いため、自ら運転している人

心身の状態で変化する可能性あり

生活に必要となる行為（買い物や通院）、
人との交流が不足する → フレイル・要介護等、状態の悪化・課題の顕在化

交通事故の発生その結果生じていること

地域内および目的先までの移動を
保証するベーシックな移動手段

マイカー運転の自由度・利便性
に近い移動手段

高齢ドライバーの事故削減

自ら移動する術がない
使える移動手段がない

自ら移動する術がある
(運転に係る不安、事故リスク高)

利用者の状態・状況・ニーズに合わせて、
運転しなくても生活の質を担保するモビリティサービス（=新たな公共交通）

高齢者等の移動手段のあるべき姿

脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者および高齢者＝「高齢者等」

〇高齢者等は心身の状態や意向・費用負担によって移動する手段を選択できる
〇地域における公共交通の利用が増え、サービスとしての持続性を確保できる

心身の状態、所得、周辺環境など

誰も取り残さない



5

2021
10

9.69 

3.55 
2.50 2.07 1.80 2.19 2.22 

2.73 2.46 2.76 2.47 2.90 
3.80 

6.77 

11.84 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

( )

76.5%

42.9%

27.6%

26.5%

22.4%

20.4%

14.3%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（回答数：122）

(65 )

30



6

日常生活上不可欠
のため選択

高齢者 マイカー運転

マイカー運転の自由度・
利便性に近い移動手段

マイカーを運転しなくても
満足に移動できるような
代替手段（受け皿）
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マイカー運転

バス・タクシー

マイカー運転の自由度・利便性に近い移動手段＝
マイカー所有以外の移動の選択肢となり得る新たなモビリティサービス
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マイカー運転 新たなモビリティ
サービス

75歳以上の
は

約300万人

マイカー所有からサービス利用への転換
マイカーの維持に必要な費用を振り向ける

新たな市場の創出
サービスの事業性（持続性）を高める

1人・1年間当たりのマイ
カーの維持費を６０万円
と仮定

１．８兆円程度



9


 to

※



※















10






















11

AI

10 1 8
1 1 70

1 1
AI



12

1 ( )
3 3 ( )

2018

地方都市）



13

AI
SAVS

5
2020 1

AI SAVS
2020 6

過疎地域）



14









15

新たなモビリティサービスが
持続的に提供されている

サービス提供の
収支バランスが
とれている

サービスを提供する担い手が確保されてい
る

利用者数が確
保されている

可能な限りサー
ビス提供に必要
なコストが効率
化されている

適正な運賃が
設定されている

必要な公的支
援や付加的収
入策が実施され

ている

提供されるサービスが社会的に受容されて
いる
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https://www.jttri.or.jp/research/transportation/the_elderly_transportation.html


